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遠軽ロータリークラブ

会長報告 金谷 正一 副会長①
先日の地震による停電によって私の仕事上で起

きた出来事をお知らせします。
皆さん、それぞれ不自由だったとは思います

が、先ずは銀行のATM自動支払機の停止、酪農
家の牛の搾乳作業、火葬場の火葬、ガソリンスタ
ンドの給油作業、病院、老人ホーム、ホテルの冷
凍冷蔵庫、コンビニ全般。
これらが当社が依頼を受けた企業なんですが、

近年、数十時間に及ぶ停電が無かっただけに、停
電の備えをしてなかったのが実情ですね。

幹事報告 東海林 勉 幹事③
１．地区大会の対応について；
a. (写真撮影まで)ネクタイ着用とします。
b. バスは午前5時に高井会員宅を出発して地図

の通り回り、最後は須藤会員宅に寄って5時
半に遠軽を出ます。

c. 記念写真は、12時～13時が昼食時間になる
ので、12時に入口(外)で撮ります。

２．10月7日(日)開催、“ロータリーデー in コス
モスフェスタ2018”について；
a. 10月4日、例会後、準備作業をして、品物は

他の物品と共にホテルに保管します。
b. 10月7日08:00、ホテルから会場へ手配のク
ルマで荷物を搬送します。

c. 9時30分の開会頃から来場者へペットボトル
とチラシの入ったビニール袋等を配布します。
ポリオ募金は終了時刻の15時30分まで行い
ますので、それぞれお手伝い願います。

d. 通行証と駐車許可証は例会で渡します。
終了後、返却します。

３．10月の国際ロータリー為替レート＝112円

４．例会後、理事会を開催します。

本日のプログラム
例会出席の意義と出席率の向上について

高井 一博 出席委員⑥

日本に最初にロータリークラブを設立いたしま
した米山梅吉翁は「ロータリークラブの例会は人
生の道場」と語っております。【2面へ】

日野 邦彦 君③
おかげさまで還暦を迎えることが出来ます。
先ほど出席報告いたしましたが、今日は20名

の予定が19名でした。「出席率50％は初めてで
ないか」と言う声が耳に入りました。出席率の向
上に向けて頑張りますのでよろしくお願いします。

ご唱和をお願いします。“乾杯！”
【名前の後の○数字は写真の番号】

★開 会 点 鐘：金谷 正一 副会長
★国 歌：－
★Ｒソング：それでこそロータリー
★四つのテスト：－
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9月20日 41 38 19 5 63.2%
9月27日 41 38 28 73.7%
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例会出席の意義と出席率の向上について
【1面より】「ロータリーライフにおける第一歩
は、まず毎週例会に出席することだ」と。私は入
会して4年目を迎えますが、最初の頃、先輩に
「クラブの活動の基本は例会に出席することであ
るよ」と言われたことを覚えております。

ロータリー・ライフにおける親睦の第一歩は、
先ず、毎週必ず例会に出席することから始まりま
す。原始ロータリーにおける例会出席は、友情の
証でもありました。四回も続けて休むような人か
ら友情を期待することはできないという理由か
ら、連続休会、即、退会という結論がでたのに違
いありません。現在のロータリーでも、例会出席
が友情の証であることには変りはありませんが、
その理由だけで、例会出席の意義を説明するには
いささか無理があります。

先ず、もしも、例会を休んだとしたら、どの
ような弊害が生じるかを考えてみたいと思いま
す。例会にはその地域のあらゆる職業の横断面を
代表する会員が出席していますから、あなたが休
むことによって、他の会員は、あなたの職業に関
する情報が得られなくなると同時に、あなたもあ
なた以外のあらゆる業種の情報が得られなくなる
ことになります。

その意味では、例会出席は特権であると同時
に、極めて重要な義務でもあり、仕事に支障をき
たさない範囲で出席するという理屈は通りませ
ん。むしろ安心して例会に出席できるように環境
を整備すべきであり、ロータリアンにはそのよう
に配慮できる裁量権があるはずです。義務として
例会に出席して、そこで生じた仕事のタイムロス
を憂うのではなく、特権として出席した例会で得
られるものの方が、あなたやあなたの会社やあな
たの業界にとって遥かに大きいということを自覚
しなければなりません。

万一、真面目に事業を営み、ロータリー運動を
推進しているロータリアンが、事業の不振のため
に破産するような事態があるとすれば、それはロ
ータリー運動そのものが否定されることを意味し
ます。ロータリアンの事業の安定化を図る方策
は、物質的互恵から精神的互恵を経て、職業奉仕
の実践に移行し現在に至っています。奉仕哲学を
探究しつつ、永年のロータリー活動を通じて蓄積
された膨大な情報こそ、ロータリアンの事業を発
展させ、企業経営を健全化に導く貴重な情報とも
言えましょう。

ロータリーの正式な会合は例会であり、クラブ
協議会、ＩＭ(都市連合会)、地区協議会などがこ
れに次ぐ重要な会合です。

例会の目的は、職業上の発想の交換を通じて、
分かち合いの精神による事業の永続性を学び、友
情を深め、自己改善を計ることにあり、その結果
として奉仕の心が育まれてくるのです。自己改善
は終生続けられなければなりませんからロータリ
アンには定年はないし、ロータリー運動には終結
もありません。これが例会出席がロータリー・ラ
イフの前提となる所以なのです。

ロータリアンは例会を通じて、自己改善されな
ければなりません。例会を通じて学ぶべきこと
は、ロータリーにおける奉仕の心であって、必ず
しも、定款や細則の条文を諳んじることではあり
ません。定款を憶えることも大切ですが、規約の
中にロータリーがあるのではなくて、規約が制定
されるに至った背景と過程の中に、ロータリーの
哲学を燻蒸させる思考、即ち、ロータリーの奉仕
の心が潜んでいることを忘れてはなりません。ロ
ータリアンには、定年も卒業もありません。ロー
タリー運動を機会に始められた、人生の真理の探
究は、より高い次元へ向って、その内容の質を高め
ながら、終生続けられなければならないのです。

定款によって、ロータリーの正式な会合は例会
と定められ、例会出席は会員の義務になっていま
す。このことは、例会が奉仕の心を形成する唯一
の場であることを示し、更に、毎週の例会にすべ
ての会員が参加して、共に奉仕の心の形成すると
いう目的に向って切磋琢磨する根源に、ロータリ
アンの友情、即ち、ロータリーの親睦を置いてい
るからです。

さらに細則によって、その他のあらゆるロータ
リーの会合として地区大会、IM、国際大会など
があげられ、すべての会員の出席が奨励されてい
ます。時間的、距離的、経済的な制約もあるの
で、国際大会はともかくとして、地区大会やIM
には全員が出席すべきでしょう。

お手元に「メークアップFＱＡ(頻繁に質問され
た答え)」を配布しておりますので、参考にして
頂ければ幸いです。よろしくお願いします。


